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写真は運動会の練習
を終え、昼食前のうが
いをするみつわ保育所
の園児たちです。

このところ過ごしや
すい日々が続いていま
すが、気を付けたいの
が健康のこと。体調の

良いときはついつい怠りがちですが、うが
い・手洗いは感染症予防の基本です。体調の
管理には十分気を付けて、これからの季節を
楽しみましょう。

今月の表紙

ひとの動き
―9月末日現在―

人口 ７８,２５０人（前月比＋５２人）

男　 ３７,５６５人（前月比＋２３人）

女　 ４０,６８５人（前月比＋２９人）

世帯数 ２９,５４４世帯（前月比＋４７世帯）

市ホームページでも広報かしばをご覧になれます。
URL http://www.city.kashiba.lg.jp

「録音ボランティア山びこ」による音訳広報があります。
詳しくは社会福祉協議会ボランティアセンターへ。
☎76－7179
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市政トピックス
こんにちは！

新しくなったカッシーです

カ
ッ
シ
ー
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

本
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
カ
ッ
シ
ー
」が
、
丸
み
を
帯
び
た
か
わ

い
ら
し
い
フ
ォ
ル
ム
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た（
写
真
下
）。

カ
ッ
シ
ー
は
、
今
か
ら
13
年
前
、
市

制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
誕
生
し
ま

し
た
。
デ
ザ
イ
ン
と
愛
称
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
ハ
ガ
キ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
募
。
多
く
の
か
た
か
ら
応
募
い

た
だ
き
、
最
も
人
気
の
あ
っ
た
デ
ザ
イ

ン
と
愛
称
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
現
在
ま
で
、
お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り

上
げ
た
り
、
防
犯
の
啓
発
活
動
に
参
加

す
る
な
ど
、
市
内
各
地
で
活
躍
し
て
き

ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
、
よ
り
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
、
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
も
引
き
続
き
、
香
芝
の
た
め
に
活
動

す
る
カ
ッ
シ
ー
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

リニューアル前

◆問合先　市役所企画政策課　☎内線３２１

11
月
２
日

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
初
仕
事

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
カ
ッ
シ
ー
は
、
11

月
２
日
（
日
）開
催
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４
が
初
仕
事
で
す
。
会
場
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
、
見
か
け
た
か
た

は
「
カ
ッ
シ
ー
」と
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

「
カ
ッ
シ
ー
お
披
露
目
」と
し
て
、
自
己
紹

介
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

「
カ
ッ
シ
ー
お
披
露
目
」

・
日
時
　
11
月
２
日（
日
）

正
午
ご
ろ
～

・
場
所
　
特
設
ス
テ
ー
ジ

（
市
役
所
駐
車
場
）

見掛けたら

声をかけてね！

名　前　　カッシー

誕生日　　平成１３年１０月１日

年　齢　　１３歳

デザイン　香芝市の市章をかたどった、たのもしく
愛嬌のあるデザイン

おしごと 市のイベント、駅前での啓発活動など。　　
地域の夏祭りに遊びに行くこともあり
ます。

プロフィール　Profile

（イラスト版）

香芝市役所
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も
う
す
ぐ
寒
さ
も
厳
し
く
な
り
、
空
気
は
乾
燥
し
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
の
活
動
が
活
発
化
し
ま
す
。
そ
し
て
、
風
邪
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
な
ど
が
流
行
す
る
季
節
が
始
ま
り
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
抵
抗
力
が
低
い
た
め
感
染
し
や
す
く
、
体
力
も
弱

い
の
で
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

う
が
い
・
手
洗
い
は
も
ち
ろ
ん
、
予
防
接
種
を
受
け
る
な
ど
し
て
事
前
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
☎
77
︱
３
９
６
５

指先・爪の間を念入りに
こすります。

手の甲を伸ばすようにこ
すります。

流水でよく手をぬらした
後、石けんをつけ、手の
ひらをよくこすります。

効
果
的
な

手

の

洗

い

方

予防のポイント １・２・３

これが基本！

体の抵抗力は、十分な休養と

バランスのとれた食事をとるこ

とで保たれます。汗をかく機会

が少なくなるこれからの時期は、

少しでも体を動かして代謝を促

し、抵抗力を高めましょう。

規則正しい生活習慣１

ウイルスは低温・低湿を好み

ます。また、空気が乾燥すると

のどの粘膜の防御機能が低下し、

ウイルスに感染しやすくなりま

す。加湿器などを使って適切な

湿度を保ちましょう。

湿度を保ち粘膜保護２

一番の予防は、うがいと手洗

いです。外出先では、知らない

うちにウイルスや細菌と接触し

ている可能性があります。

うがいはのどの乾燥を、手洗

いは接触による感染を防ぎます。

「家に帰ったらまず、うがいと手

洗い」を習慣づけましょう。

うがい・手洗い３

適切な湿度って
どのくらい？

50～60％

特集

う
つ
ら
な
い
　
う
つ
さ
な
い

感
染
症
の
予
防

①②③
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予防接種は、生きた病原体の毒性を
弱めたものや、毒性を失った病原体の
成分だけを体内に入れ、事前に抵抗力
をつけて感染を予防するものです。

予防接種でできた免疫は、病原体に
感染してできる免疫より弱いものなの
で、完全に感染を予防することができ
ない場合もありますが、予防接種を受
けていると、感染した場合でも症状が
軽く済むといわれています。

しかし、メリットばかりではなく副
反応などデメリットがあることも忘れ
てはいけません。

予防接種のあれこれ
Ｑ＆Ａで学ぶ

なぜ予防接種で防げるの？Ｑ１

Ａ１
予防接種には、「子どものうちに受け

る予防接種」と、インフルエンザなど
の「季節性の予防接種」があります。ど
ちらも平成６年の予防接種法の改正に
より、「受けなければならない」という
義務接種から「受けるように努めてほ
しい」という推奨接種へと切り替わり
ました。
「なんとなく受ける」「面倒だから受

けない」ではなく、予防接種のことを
よく理解した上で判断するようにしま
しょう。

必ず受けないといけない？Ｑ３

Ａ３

免疫力は成長過程で徐々に強くなっ
ていきますが、小児期はまだ完全では
ありません。保育園や幼稚園などでの
集団生活が始まると、家庭で過ごして
いたときよりも、さらに多くの病原体
にさらされるようになり、感染の機会
も増えてしまいます。また、一度感染
が広がると人から人へと感染し、大流
行を引き起こすおそれがあります。

その前に予防接種を受けることで感
染の予防をしたり、感染しても症状が
軽くなるようにしておきましょう。

幼い時期にたくさん受けるのは
どうして？Ｑ４

Ａ４
人間はウイルスや細菌に感染する

と、体の中で病原体と戦い回復してい
きます。この戦いで消費するエネルギ
ーが発熱や関節の痛みになり、病原体
を排出することが鼻水・せき・痰など
の症状になります。

このような症状は体に大きな負担と
なり、次に同じ病原体が体内に侵入し
たときに感染しないように、病原体に
対する抵抗力をつけます。これが免疫
です。

免疫ってなに？Ｑ２

Ａ２

手首も忘れずに洗います。
最後に流水で十分洗い流
します。

親指と手のひらをねじり
洗いします。

指の間を洗います。

④⑤⑥
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　４つの感染症

どんな病気？

突然の高熱・頭痛・関節痛・筋肉痛のほか、のど

の痛み・鼻水などもみられます。普通の風邪に比べ

て全身症状が強いのが特徴です。

インフルエンザの流行は、通常初冬から春先に見

られますが、ときには春期、夏期にもみられます。

予防するには？

次のことを励行しましょう。

・うがい、手洗い

・なるべく人ごみを避ける。

・せき・くしゃみが出るときは、マスクをつける。

・定期的に換気をし、適度な湿度を保つ。

・予防接種を受ける。

高齢者インフルエンザ予防接種

◆接種期限　

平成２７年１月３１日(土)まで

◆対象（次のいずれかに該当するかた）

①６５歳以上で、接種希望の意思確認ができ

るかた

②６０歳以上６５歳未満で、心臓・腎臓・呼

吸器・免疫機能などに重症疾患があるかた

◆接種回数・料金

１回・１，０００円

＊詳しくは保健センターへ問い合わせくださ

い。

今年も高齢者の

予防接種が始まっています！

インフルエンザ

其の１

どんな病気？

手指や食品などを介して経口で感染し、人の

腸管で増殖し、おう吐・下痢・腹痛などを起こ

します。

ノロウイルスにはワクチンがなく、感染性胃

腸炎や食中毒が１年を通して発生していますが、

特に冬期に流行します。

予防するには？

「手洗い」をしっかりと！

特に食事前、トイレの後、調理前後は石けんで

よく洗い、温水による流水で十分に流しましょう。

「人からの感染」を防ぐ！

ノロウイルスが流行する冬期は、乳幼児や高齢

者の下痢便やおう吐物に大量のノロウイルスが含

まれることがあるので、おむつなどの取り扱いに

は十分注意しましょう。

「食品からの感染」を防ぐ！

加熱して食べる食材は、８５℃１分以上の加熱

が必要です。食材の中心部までしっかり火を通し

ましょう。

また、まな板・包丁・食器・ふきんなどは使用

後すぐに洗いましょう。

其の２

ノロウイルスによる集団食中毒感染者数

（平成２５年度・市内）

ノロウイルス

昨年度は１２月と１月に
集団発生しました。

21人

33人

12月 1月

Ａ型インフルエンザウイルスの
電子顕微鏡写真 ノロウイルスの電子顕微鏡写真
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注意が必要な　
これからの季節

高齢者肺炎球菌ワクチン接種

◆接種期限　

平成２７年３月３１日(火)まで

◆対象

今年度に、次の年齢に達するかたおよび１０１

歳以上のかた

【６５歳・７０歳・７５歳・８０歳・８５歳・

９０歳・９５歳・１００歳】

◆接種回数・料金

生涯で１回・３,０００円

小児水痘予防接種

◆対象（次の両方に該当するかた）

①水痘にかかったことがない

②１歳～３歳未満で、今までに水痘の予防接種を

２回受けたことがない

＊今年度は経過措置により、５歳未満でも対象と

なる場合があります。

どんな病気？

水痘帯状疱疹ウイルスによって引き起こされる発

疹性の病気です。主に小児の病気で、９歳以下での

発症率が９０％を占めるといわれています。

発疹の出る前から発熱し、典型的な症例では、発

疹が赤くなることから始まり、水疱、膿疱（粘度のあ

る液体が含まれる水疱）を経て、最後はかさぶたにな

って治癒します。

予防するには？

予防接種を受けましょう。

水痘ワクチン１回の接種により重症の水痘をほぼ

１００％予防でき、２回の接種により軽症の水痘も

含めて、その発症を予防できると考えられています。

小児の 水ぼうそう
（水痘）

対象のかたには個人通知を送付して

いますので、記載内容を確認してく

ださい。

今年度から定期予防接種に追加！

其の３

対象のかたには個人通知を送付して

いますので、記載内容を確認してく

ださい。

今年度から定期予防接種に追加！

どんな病気？

肺炎球菌の感染によるものが最も多く、誤嚥によ

るものやインフルエンザウイルスやマイコプラズマ

などによっても引き起こされます。

肺炎球菌などが気道の粘膜細胞を壊すと、その破

壊された粘膜から肺炎球菌が侵入し、副鼻腔炎・中

耳炎・肺炎などを起こします。血流に入ると髄膜炎

という重大な病気を起こすこともあります。

予防するには？

・バランスのとれた食生活を心がけましょう。

・十分な休養をとりましょう。

・予防接種を受けましょう。

特に抵抗力が弱い高齢者は、インフルエンザワク

チンと時期をずらして、肺炎球菌ワクチンを接種す

ると効果的です。

高齢者の  肺  炎

其の４

水痘ウイルスの電子顕微鏡写真 肺炎球菌の電子顕微鏡写真
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住まう香芝 vol.21
このコーナーでは知って役立つ
生活情報をお届けします。

ド イラ ーバ
「ごめんなさい」じゃすまされない！の巻き

自転車も車と同じ

自
転
車
は
日
常
生
活
で
の
身
近
な
移
動
手

段
だ
け
で
な
く
、
健
康
増
進
な
ど
の
面
で
も

注
目
を
集
め
、
利
用
者
が
増
加
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
近
年
自
転
車
事
故
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
被
害
者
に
な
っ
て
も
、
加

害
者
に
な
っ
て
も
大
き
な
悲
し
み
に
包
ま
れ

る
交
通
事
故
。
今
一
度
、
自
転
車
の
交
通
ル

ー
ル
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

香
芝
市
の
自
転
車
事
故
状
況

本
市
で
は
、
今
年
８
月
末
ま
で
で
46
件
の

自
転
車
関
連
事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
10
件
は
、
自
転
車
が
加
害
者
の
事
故

で
す
。
一
昨
年
、
昨
年
の
同
時
期
と
比
べ
る

と
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
事
故
内

容
で
圧
倒
的
に
多
い
の
は
交
差
点
で
の
出
会

い
頭
に
よ
る
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆問合先  生活安全課  ☎内線１２２・１２４

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
な
が
ら
運
転

通
勤
通
学
時
に
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら
こ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

・
イ
ヤ
ホ
ン
を
つ
け
な
が
ら
…

・
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
を
使
用
し
な

が
ら
…

・
傘
を
さ
し
な
が
ら
…

な
が
ら
運
転
は
、
歩
行
者
や
障
害
物
の
発

見
が
遅
れ
た
り
、
運
転
が
不
安
定
に
な
る
大

変
危
険
な
行
為
で
す
。
近
年
、
10
代
の
若
者

を
中
心
に
な
が
ら
運
転
に
よ
る
自
転
車
事
故

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

自
転
車
は
、
思
っ
て
い
る
以
上
に
ス
ピ
ー

ド
が
出
て
い
ま
す
。
な
が
ら
運
転
は
絶
対
に

や
め
ま
し
ょ
う
。

放
置
自
転
車

自
転
車
の
守
る
べ
き
マ
ナ
ー
の
ひ
と
つ

に
、「
駐
輪
」の
マ
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
気
軽

に
ど
こ
に
で
も
停
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け

に
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
自
覚
が
な

い
ま
ま
、
違
法
に
自
転
車
を
停
め
て
い
る
ケ

ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

「
便
利
だ
か
ら
」「
短
い
時
間
だ
か
ら
」と
い

っ
た
軽
い
気
持
ち
で
駅
前
広
場
や
歩
道
に
置

く
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
迷
惑
行
為
に
つ
な

が
り
ま
す
。

○
歩
行
者
や
身
体
障
が
い
が
あ
る
か
た
の
通

行
を
妨
げ
る

○
交
通
事
故
の
発
生
要
因
と
な
る

○
災
害
時
の
緊
急
活
動
の
妨
げ
と
な
る

○
街
の
美
観
を
損
な
う

放
置
自
転
車
を
無
く
す
に
は
、
利
用
者
一

人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と

が
大
切
で
す
。「
時
間
が
無
い
か
ら
」「
駅
か
ら

遠
い
か
ら
」と
い
っ
て
、
自
転
車
を
放
置
せ

ず
に
駐
輪
場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
駅
前
広
場
、
道
路
そ
の
他
公
共

の
場
所
で
自
転
車
が
放
置
さ
れ
や
す
い
地
域

を「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」と
し
て
指
定

し
、
駐
輪
禁
止
を
示
す
標
識
な
ど
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
区
域
内
に
自
転
車
な
ど
が
放
置

さ
れ
て
い
る
と
き
は
条
例
に
基
づ
き
、
放
置

時
間
の
長
短
を
問
わ
ず
、
撤
去
し
ま
す
。
本

市
で
は
昨
年
度
に
６
５
６
台
の
自
転
車
な
ど

を
撤
去
し
ま
し
た
。

指
定
地
域
の
詳
し
い
場
所
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ー

安
全

自転車等放置禁止区域に置かれる放置自転車

46

33

21



9 広報かしば　No.568

交
通
法
規
と
そ
の
罰
則

自
転
車
も
違
反
を
す
れ
ば
車
と
同
じ
よ
う

に
罰
則
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
24
年
５

月
１
日
よ
り
、
奈
良
県
道
路
交
通
法
施
行
細

則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
道
路
交
通
法
に
基

づ
き
「
携
帯
電
話
な
ど
を
使
用
し
な
が
ら
の

運
転
」「
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
イ
ヤ
ホ
ン
な
ど
で
音

楽
等
を
聴
き
な
が
ら
の
運
転
」な
ど
に
対
す

る
新
た
な
罰
則
規
定
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

「
知
ら
な
か
っ
た
」「
ご
め
ん
な
さ
い
」で

は
、
す
ま
さ
れ
な
い
自
転
車
の
ル
ー
ル
違

反
。
下
記
の
よ
う

な
交
通
法
規
や
違

反
に
伴
う
罰
則
を

正
し
く
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
で
事
故
を
カ
バ
ー

自
転
車
安
全
整
備
店
で
自
転
車
安
全
整
備

士
に
点
検
整
備
を
受
け
る
こ
と
で
、
安
全
な

自
転
車
の
証
と
し
て「
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
」が
自
転

車
に
貼
付
さ
れ
ま
す
。

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
に
は
、「
賠
償
責
任
補
償
」と

「
傷
害
補
償
」が
点
検
整
備
の
日
か
ら
１
年
間

有
効
な
付
帯
保
険
と
し
て
つ
い
て
い
ま
す
。

＊
平
成
26
年
10
月
１
日
以
降

に
点
検
、
整
備
し
て
貼
付
し
た

赤
色
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
に
は
、「
被
害

者
見
舞
金
」も
適
用
さ
れ
ま
す
。

事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
へ

本
市
で
は
、
事
故
防
止
や
安
全
に
対
す
る

意
識
の
向
上
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
春
・
秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期

間
中
に
、
香
芝
警
察
署
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
自
転
車
講
習
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
交
通
規
則
に
関
す
る
学

科
の
テ
ス
ト
や
、
悲
惨
な
自
転
車
事
故
の
現

状
を
学
ん
だ
り
、
実
際
に
ル
ー
ル
ど
お
り
に

自
転
車
に
乗
る
練
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
市
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
随

時
、
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
啓
発
を
行
い
、

事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
を
築
く
た

め
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

知
る

取
り
組
み

高齢者自転車講習会のようす

５
年
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
１
０
０
万
円

以
下
の
罰
金

罰 則

飲酒
運転

５
万
円
以
下
の
罰
金

罰 則

ながら
運転

５
万
円
以
下
の
罰
金

罰 則

無灯火
運転

３
か
月
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
５
万
円
以
下

の
罰
金

罰 則

一時
不停止

２
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
科
料

罰 則

二人
乗り

３
か
月
以
下
の
懲
役
、

ま
た
は
５
万
円
以
下

の
罰
金

罰 則

信号
無視

判
断
力
や
運
動
能
力
が
低
下
す
る
た
め

自
転
車
も
自
動
車
同
様
、
飲
酒
運
転
を
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
、
音
楽
を

聴
き
な
が
ら
、
傘
を
さ
し
な
が
ら
自
転
車

を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

夜
間
は
、
ラ
イ
ト
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
後
方
に
は
尾
灯
ま
た

は
反
射
器
材
を
つ
け
る
と
よ
り
安
全
で
す
。

一
時
停
止
の
標
識
が
あ
る
場
所
は
、
危

険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
停
止
線
の
前
で
一

時
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

二
人
乗
り
は
、
16
歳
以
上
の
人
が
６
歳

未
満
の
子
ど
も
を
乗
せ
る
場
合
以
外
は
原

則
禁
止
で
す
。

信
号
に
従
っ
て
走
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
歩
行
者
・
自
転

車
専
用
信
号
機
が
あ
る
と

き
は
、
そ
の
信
号
に
従
い

ま
し
ょ
う
。

「ごめんなさい」
じゃすまされない
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１,０００年以上歴史のある志都美神社では、毎年

９月９日に五穀豊穣を願う宵宮が執り行われます。

今年も参拝者へ子ども巫女たちが「剣の舞」を舞っ

てお祓いをしたり、雅楽の音色とともに神職たちが

本殿まで参進する「お渡り」行事の後、子ども巫女に

よる「榊の舞」や「扇の舞」などが厳かな雰囲気の中、

奉納されました。

神社の周りには、夜店も立ち並び、老若男女問わ

ず多くの人でにぎわいました。

受け継がれる伝統行事

志都美神社　宵宮祭

日
本
の
旧
石
器
文
化
の
存
在
を
初
め

て
証
明
し
た
岩
宿
遺
跡
（
群
馬
県
）と
、

古
く
か
ら
石
器
に
利
用
さ
れ
て
き
た
サ

ヌ
カ
イ
ト
の
一
大
産
地
で
あ
る
二
上

山
。
日
本
列
島
の
東
西
を
代
表
す
る
旧

石
器
文
化
を
紹
介
す
る
特
別
展
が
、
９

月
27
日（
土
）か
ら
二
上
山
博
物
館
で
始

ま
り
ま
し
た
。

８
０
０
点
を
超
え
る
旧
石
器
の
展
示

は
圧
巻
。
来
場
者
は
、
石
が
語
る
歴
史

に
じ
っ
く
り
と
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
岩
宿
遺
跡
で
初
め
て
出
土
し

た
石
斧（
写
真
左
上
）は
、
特
に
注
目
を
集

め
て
い
ま
し
た（
展
示
品
は
レ
プ
リ
カ
）。

特
別
展
は
、
11
月
24
日（
月
・
振
休
）

ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

人権尊重社会の実現に向けて

第41回奈良県 人権・部落解放研究集会

９
月
28
日（
日
）、〝
地
域
と
人

に
、
元
気
と
希
望
を
〟を
テ
ー

マ
に
、「
奈
良
県
 人
権
・
部
落

解
放
研
究
集
会
」が
本
市
で
開

催
さ
れ
、
約
８
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

モ
ナ
ミ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た

記
念
講
演
で
は
、
講
談
師
の
神

田
香
織
さ
ん
が
、
と
き
お
り
張

り
扇
で
演
台
を
叩
き
な
が
ら
滑

ら
か
な
名
調
子
で
、
人
権
の
基

本
で
あ
る
命
の
大
切
さ
を
語
り

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
市
内
５
つ
の

会
場
で
分
科
会
が
行
わ
れ
、
積

極
的
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

石の歴史がずらり

特別展「二上山と岩宿」
９月１３日（土）、長寿を祝い、健康を願う

「香芝市敬老会」をモナミホールで開催しました。

今年度、米寿を迎えたかたは２０９人です。

第一部で式典が執り行われた後、第二部では

皆さんお楽しみの桂小枝さんによる漫談や小沢

真太郎・獅子丸さんによる大道芸・アクロバッ

トなど４つの演目が披露されました。

２０年来の友だち同士で誘い合って来たとい

う２人は「いっぱい笑ってとっても楽しかった。

２人一緒に来てよかった」と笑顔で話

しました。

長寿を祝って楽しい１日に

香芝市敬老会

明治大学
博物館所蔵
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私
は
こ
の
香
芝
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し

た
。現

在
、
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）と
し
て
、
介
護
保
険
法
に
基

づ
き
地
域
の
高
齢
者
が
自
立
し
た
日
常

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

高
齢
者
及
び
そ
の
家
族
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事

は
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
一
番
大
変

松
浦

信
さ
ん

地
域
の
高
齢
者
を

支
え
続
け
た
い

市
民
ペ
ン
リ
レ
ー

な
と
き
、
苦
し
い
と
き
に
出
会
い
、
と

も
に
未
来
を
作
っ
て
い
く
仕
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
な
身
体
と

な
っ
た
こ
と
の
シ
ョ
ッ
ク
や
ご
家
族
の

介
護
に
関
す
る
悩
み
は
尽
き
ず
、
特
に

老
老
介
護
の
ご
家
族
の
不
安
は
言
葉
に

で
き
な
い
程
で
す
。
そ
ん
な
利
用
者
と

家
族
に
対
し
て
、
悩
み
を
紐
解
き
な
が

ら
最
良
の
方
法
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
立
て

て
い
く
こ
と
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
力
の
見
せ
所
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

が
作
成
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
始
め
、
再
び
明

る
い
表
情
を
取
り
戻
し
て
も
ら
え
た
と

き
は
、
何
に
も
代
え
が
た
い
喜
び
を
感

じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
活
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
、

ま
た
施
設
で
の
生
活
か
ら
在
宅
生
活
に

復
帰
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
の
社
会
資

源
、
他
職
種
と
連
携
を
取
り
、
ま
た
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
し
か
で
き
な
い
仕
事

も
多
い
た
め「
自
分
で
な
け
れ
ば
助
け
ら

れ
な
い
」と
い
う
責
任
感
を
持
ち
、
地
域

の
高
齢
者
を
こ
れ
か
ら
も
支
え
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
３
７
３

次
回
は
吉
田
さ
ん
に
リ
レ
ー
し
ま
す
。

香芝検定のこたえ　④

香芝市の市章は「カシバ」をカタカナ

で図案化したものです。円形にまとめ

たのは和の精神を表し、両横に張り出

した翼は将来への発展飛躍を表してい

ます。

☆編集後記☆

秋分の日の前後には、二上山の雄岳と

雌岳の間に夕日が沈む幻想的な風景を見

ることができるという話を聞き、カメラ

と三脚を持って夕暮れの千股池（良福寺）

へ。池の周囲には、真剣な表情でファイ

ンダーを覗き込む写真愛好家のかたたち

が数十名。試しに適当な位置でカメラを

構え、まだ少し高い位置にある太陽を撮

影。その場で画像を確認すると、期待し

ていた写真とは程遠く、何の趣もない風

景写真。それからあれやこれやとカメラ

の設定を変えているうちに、太陽は山の

向こう側へ。結局、日が沈んだ後の夕焼

け写真１枚しか撮れませんでしたが、苦

労して撮った思い出の１枚です。

〈古米〉

小松菜とハムのあえもの

カルシウムを多く含む小松菜ともやしのシャキシャキ感を味

わってください！（１人分５７ｋｃａl）

【材料（２人分）】　　　　　　

小松菜…１００ｇ （Ａ）しょうゆ…小さじ３／２

もやし…５０ｇ　　　　　さとう…小さじ１／２

ハム…１～２枚 酢…小さじ１／２

こしょう…少々

ごま油…小さじ１／２

【作り方】

①鍋にたっぷりのお湯をわかし、小松菜を茹でる。冷水にとり、

水気をしぼってから３ｃｍに切る。

②もやしはさっと茹で、水気を切る。

③ハムは半分に切り、細めのせん切りにする。（さっと熱湯をか

けて使ってください）

④（Ａ）の調味料を混ぜ合わせ、具材と和える。

＊レシピ協力：香芝市食生活改善推進員協議会

小松菜で
カルシウム！
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環境保全への取り組みを奨励し、環境にやさしい
「大豆油インキ」を使用しています。

現在のようす

昭和42年
（1967年）

髙橋さん（北今市）提供

北今市４丁目から
顕宗天皇陵の方向を望む

広告 広告

広告 広告

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
ま
ち
並
み
や
、
時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
変
わ
ら
ぬ
風
景
な
ど
、
古
い
写
真
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま

の
ご
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
76
─
２
０
０
１（
内
線
３
０
４
）
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